
 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の役割 

              中央市教育委員会 教育長職務代理  塩島 文博 

      「子供時代の読書は、私に根っこを与え、翼をくれました。 

この根っこと翼は、私が外に内に、橋をかけ、自分の世界を 

少しずつ広げて育っていくときに、大きな助けとなってくれ 

ました」（皇后陛下の著書より）。「本を読むことで得た国語力は、 

私にとって何かを理解するための根っこになってくれたよう 

に思います。それに読書は人生を豊かにするための貯金のよ 

うなものです」（直木賞作家 辻村深月）。 

     時代が変わっても、特に子供の頃の読書から私たちが与え 

られるものは、生きていく上で大きな支えになることが、お二人の言葉の中にうかが 

えます。まだ貧しかった時代、図書館は本に触れることができる貴重な場所でした。 

そこへ行けば、買えない本も見たことのない本も手に取り読むことができました。 

     そして情報化社会、ネット社会といわれる今、読書をとりまく環境は想像を超えて 

豊かに広がり、また図書館は書物に関連したさまざまなイベントや展示会などを通し 

て、コミュニティの再生や生涯学習の場としての意味合いも、強く持つようになり 

ました。 

     市立図書館が、日々の活動を通じて、あらゆる世代の豊かな人間形成に、なお一層、

貢献できるよう期待しております。 
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青い城 サクラ咲く 母人形 

あかいじどうしゃよんまるさん 三年二組みんなよい子です バムとケロ 

あしながおじさん ３分で話せる！短い短いスピーチ ハリーポッターと賢者の石 

アルケミスト しいくかかりちょう 春琴抄 

いえのおばけずかん 失恋天国 半島を出よ （上下） 

家康、江戸を建てる じゃあじゃあびりびり ビーカーくんとそのなかまたち 

生きてるだけで、愛。 １１ぴきのねこ ふくろのなか 人のからだ 

イスタンブールで猫さがし 十二国記 ヒトリコ 

１ねん１くみ１ばんくいしんぼう 少女は卒業しない 火花 

市立ノアの方舟 しょうぼうじどうしゃじぷた ふたりはともだち 

いつでも会える 食卓の情景 ふるさと６０年 ～戦後の日本とわたしたちの歩み～ 

イヌとネコのふしぎ１０１ 水滸伝 へんしんトンネル 

うちのさんしまい 水神 (上下) 保健室で見るアレルギーの本③ 

永遠の０ スイミー 星の王子さま 

永訣の朝 鈴の鳴る道 まちのおばけずかん 

エルマーのぼうけん すてきなあなたに よりぬき集 魔法の庭ものがたりシリーズ 

オオカミグーのはずかしいひみつ 精霊の守り人 まぼろしのノーベル賞山曲勝三郎の生涯 

おおきな木 ソロモンの偽証 （1～3） 水のかたち (上下) 

贈るうた だからあなたも生きぬいて ミャンマーの瞑想 

おにじゃないよ おにぎりだよ たこやきマントマン モナミは世界を終わらせる？ 

おまえうまそうだな 誰がアメリカンドリームを奪ったのか？(上下) モモ 

おんなのこのでんきえほん ちいさなきいろいかさ やきいもするぞ 

母ちゃん（オンマ） ちびまる子ちゃん やさしいライオン 

かさじぞう 手紙 やまなしのおかず ～郷土の食材と料理～ 

風に立つライオン 天才ガロアの発想力 山のとしょかん 

神様のないた日 天馬山 北朝鮮からの引揚者の語り 闇の平蔵 

からすのおかしやさん 動的平衡  (1･2)  柚子の花咲く 

きっと君に届くと信じて 動物 よいこへの道(１･２) 

君の膵臓をたべたい とうめいにんげんのしょくじ ようかいガマとの ゲッコウの怪談 

九十歳。何がめでたい となりのトトロ ラーメンちゃん 

給食番長 どんなときも名探偵 楽園のカンヴァス 

きょうはカメくんのたんじょうび とんび ラストレター 

クレオパトラ（伝記） 脳が若返る歩く習慣 ラプラスの魔女 

黒子のバスケ 橋のない川 (1～7) ルルとララのスイートポテト 

クロノスの飛翔 はじめてのおつかい ルルとララのにこにこクリーム 

虔十公園林 パズル ルルとララのホットケーキ 

子うさぎましろのお話 初恋 若草物語 

極悪専用 ハッピーバースデー 命かがやく瞬間 私のうちにはなんにもない 

こころ はなかっぱ 伝記の本 

こころの水 花さき山 著者･葉室麟の作品 

後妻業  

こぶたくん 
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朗読サークル 

「ごくらくとんぼ」に         

よる文学作品など

の発表会 

 

「オカリーナ･アン

サンブル風(ｆu)」

によるオカリーナ

のコンサート 

 

「甲府文庫連絡

会」による折紙 

教室 

 

地域住民に図書館

資料を再利用本と

して無償で還元 

 

講師をお迎え  

しての楽しい     

手作り工作 

 

世界に１冊しか

ない手作り絵本

の展示 

 

「玉穂手作り絵本 

サークル」によるミニ

絵本作り教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆■❤◆■❤◆■❤◆■❤◆■❤◆次号では豊富図書館の活動の様子をお知らせします■❤◆■❤◆ 

 

図書館の運営を支えるボランティアの活躍 

「こひつじの会」代表   丸茂 秀子 

              

 「こひつじの会」は田富図書館で行われた絵本の読み聞かせ 

講座に参加した受講生有志が集まり、２０１５年９月に生まれ 

た会です。 

市内の園児たちにおはなしや絵本を届ける機会を広げていく 

ことを目的として活動が始まりました。図書館司書と相談しな 

がら選書をし、研修を重ね、保育園児に向けておはなし会をしています。 

今、子どもたちのまわりにはテレビや DVD、スマートフォンなどいろいろな電子メデ 

ィアが身近なところにいつもあります。そして、その影響についても議論がなされてい 

ます。私たちは子どもたちに声を通して言葉のリズムの楽しさ、日本語の美しさを手渡 

していきたいと願っています。子どもたちが幸せな子ども時代を過ごし、本との素晴ら 

しい出会いができる手助けをしていきたいと思います。 

  まだ始まったばかりのささやかな活動ですが、これからもゆるやかに、長く活動を続 

けていきたいと願っております。ただいま会員募集中です！ 

 

 

 

 

 

 

 

みなさまのご意見、ご感想をお待ちしております。 

 

朗読のつどい･夢舎 

玉穂生涯学習館でのかつどう 平成１０年１１月１日の開館を記念して、毎年１週間位

「がくしゅうかんまつり」の期間として、地域の皆様

に図書館に親しんでいただける機会を設けています。 

ブックリサイクル 

手づくり絵本展示 ミニ絵本づくり体験 

ロビーコンサート 

子ども工作教室 

おりがみあそび 

編集･発行        中央市立図書館 第１９号         平成２９年２月発行 

玉穂生涯学習館          〒409-3821 山梨県中央市下河東 1-1 
TEL055-230-7300 FAX055-230-7301  

田富図書館               〒409-3844 山梨県中央市臼井阿原 240-1 
TEL055-274-3311 FAX055-274-3313 

豊富図書館(分館)                                〒400-1594山梨県中央市大鳥居 3866 
TEL055-269-4011 FAX055-269-4012 


